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デクラスは何時始まるのか ⑤ １２月３日

日本国民は従順に政府の方針にしたがっていますが 今、アメリカや欧州など世界の多くの国々で、

ワクチンやワクチンパスポートの強制に反発する大規模抗議集会が頻発しています。

デクラスは何時始まるのか？ 世界中の多くの人々が待ち望んでいます。

私も１１月中には必ず始まる と思っていましたが、１２月の中旬以降になる可能性が高いのではないか

と 今は思っています。

１２月にトランプ大統領が復帰し、デクラス（情報開示）が行われ、大混乱を伴いながら 世界の主要国の

政治形態が 各国の軍隊によって変革され、来年の２月から３月にかけてNESARA、GESARAの実施が

始まる、という大筋になるのではないかと 思っています。

現在も、主要なディープステートの人物の逮捕と軍事法廷は水面下で進行しています。

１２月８日（水）には、ブッシュ元大統領の軍事法廷が予定されています。
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サイモンパークス 11月9日の最新アップデート①：

11月は見たいと思っていたものをすべて見られるドラマチックな月になる

イラク首相の暗殺事件

より広い視野で見ると、主流メディアは日曜日にほんの少ししか取り上げませんでしたが、

非常に深刻な攻撃がありました。 イラクの首相を狙った爆発がありました。

首相は無事でしたが、護衛の7人が負傷しました。これはBBCでも報道されました。

アメリカの主要なチャンネルでも報道されましたが、大きな報道はされませんでした。

しかし、金融の世界で起きていることを考えると、今、地球上で進行中の新しい変化の中で、

イラクは絶対的に重要な位置を占めているからです。

これは、新しい金融の世界への動きの要となるものを排除しようとするカバールの最後のあがきでした。

知っている人は、イラクが非常に重要な役割を果たしていることを知っているでしょう。

私たちが知っているのは、悪い人たちが首相の家について明確に把握していたということです。

それは首相の公式な建物ではなく、オフィスでもなく、グリーンゾーンにある首相の家でした。

彼らの攻撃が早すぎたか、首相が遅れたかです。

なぜなら彼らが狙った部屋には首相がいなかったからです。

これは重要なことですが、本当に重要な人物には害はありませんでした。

何が起こったかというと、イラクの中央銀行のトップが数時間後に、これはRV（通貨の再評価）には

影響しないと発言したのです。

そして中央銀行のトップは、「私はイラクのディナールが栄光の時代に戻るのを見たい」と言いました。

RVについてフォローしている方は、この意味がよくお分かりになると思います。

これは重要なポイントです。

首相を排除した場合、すべてに重大な影響を及ぼす可能性がありました。



主要なプレイヤーの逮捕が進んでいます

繰り返しになりますが、私たちは隠密の作戦（＝人々に明らかに説明できないもの）についてしか話す

ことができません。

デイリーエクスプレスやニューヨークタイムズをお届けできないのは非常に悔しいことです。

デイリーエクスプレスやニューヨークタイムスを持ってきて、一面に「クオモ・ハンド」や「この知事」

「その知事」と書いてあるのを見せることができないことです。

しかし、それが起きていることは事実です。

クオモの場合、彼は最後の最後まで絶対に下劣だったし、このような非常に特殊な作戦を行っている

のは海兵隊だということも知っています。

陸軍や軍人ではなく、海兵隊がやっているのです。

現段階では、主要メディアを実際にコントロールしているわけではないので、私や私たちがその証拠を

示すことができないのがとても悔しいです。

もう1つは、ホワイトハットは現段階ではこの件を公にしたくないということです。

それはあまりにも難しいからです。

他にもやらなければならないことはありますが、絶対に言えることは、下劣で邪悪でひどい人間である

主要なプレーヤーが、文字通り法で裁かれたということです。

彼らの多くは辞任に追い込まれました。辞職した後、そこにいるわけです。

逮捕され、起訴され、軍事法廷が開かれます。映像化される者もいれば、されない者もいます。

それが起こっていることで現実なのです。

クオモ元ニューヨーク州知事の逮捕と処刑

軍がアンドリュー・クオモを逮捕
By Michael Baxter -2021年8月16日（Real Raw Newsより翻訳）

不祥事を起こしたアンドリュー・クオモ前知事は軍に拘束され、プランデミックの初期段階でニューヨーク州の

保健当局に圧力をかけ、Covid-19の死亡者数を人為的に増加させた役割を果たしたとして、軍事法廷にかけ

られることになった。

8月15日（日）、法務総監の権限下にある米海軍特殊部隊が、ニューヨーク州イーストハンプトンにある

クオモ氏の賃貸物件でクオモ氏を逮捕した。

法務総監のスポークスマンがRRNに語ったところによると、シールズに死傷者は出なかったが、クオモ氏の

ボディガード2人を取り押さえなければならなかったが、シールズは非殺傷で無力化したという。

夜明け前の襲撃で、ベッドで眠っていたクオモ氏は不意を突かれ、目を開けると重装備のシールズ6名が

見下ろしているのを見て、「ああ、くそ」とつぶやいたという。

シールズはクオモ氏を手錠で拘束し、屋外に連れ出した後、無印のバンに押し込んだとのことだ。

「彼は、GITMOに移送されるまで、軍の収容施設に入れられた」と情報源は付け加えた。

これは、クオモ前知事が老人ホームやホスピスに指示して、比較的健康な高齢者を移動式の冷蔵死体安置所

に入れさせていたという報道があったためで、この18輪車はパンデミック以前は冷凍食品や野菜を全米に輸送

するのに使われていた。クオモ氏は、ブルックリンにある冷蔵輸送サービス会社「BZSトランスポーテーション」の

株式を大量に保有していることが判明した。

「これらの人々の多くは、Covid-19に感染していませんでした。PCR検査も行われていませんでした。

多くの人は高齢者で、Covidとは関係のない別の病気を患っていましたが、クオモはロックダウンを実施した

かったのです。

②



彼は間接的に、生きている人たちを冷凍食品のトラックに入れて凍死させたのです」と情報源は語っている。

さらに、法務総監はクオモ氏が、老人ホームや病院がコビット以外の死亡原因をコビット19に帰さなければ、

州の資金援助を停止すると脅したという反論の余地のない証拠を入手した。

その結果、クオモ氏の命令で何千件もの死亡証明書が偽造された。心臓発作、銃で撃たれた人、溺れた人、

雷に打たれた人、交通事故による死亡者、薬物の過剰摂取など、すべてがCovid-19のせいにされたのだ。

情報源によれば、軍は長い間クオモの逮捕を求めてきたが、最近まで、痴漢をしている元知事は

ディープステートの十分な保護を受けていたという。「彼は絶縁されており、単純に捕まえてしまうにはあまり

にも目立ちすぎていた」と情報源は言う。 しかし、16人の女性がクオモ氏のセクハラを告発し、辞任に追い込

まれたことで、クオモ氏の保護は一気に解消された。

それまで親密な関係にあった人々が突然彼を見捨て、ディープステートの保護が足元から崩れていったのだ。

記者会見やテレビでジョー・バイデンを演じている俳優のアーサー・ロバーツでさえ、クオモの辞任を要求した。

要するに、彼はオオカミに放り出されたのだ。 「逮捕するには絶好の機会だと思った」と関係者は言う。

クオモはおそらく、尋問され、自白の機会を与えられた後、GITMOに送られるだろう。

しかし、もし彼が軍に逮捕された他のディープ・ステートの工作員のように、「命令に従っただけだ」と主張しても、

銃殺隊や絞首台に送られる可能性が高いだろう。

軍がアンドリュー・クオモを処刑
By Michael Baxter -2021年11月4日（Real Raw Newsより翻訳）

不名誉な政治家、殺人者、性犯罪者であるアンドリュー・クオモは、火曜日の早朝に

グアンタナモ湾で絞首刑に処された。世界的な大流行を引き起こし、彼の行動がなければ

今も生きていたかもしれない何千人もの高齢者を無慈悲に殺した罪である。

無口で口の悪いウシのようなクオモは、その朝、GITMOの警備員から処刑場まで送ってくれた

海兵隊員、クランドール副提督から匿名の人まで、会う人ごとに侮辱の言葉を浴びせて楽しんでいたようだ。

クランドール副長官から、首に縄をかけた匿名の絞首刑執行人まで。

海兵隊の護衛が彼を絞首台に押しやると、小心者のクオモは「おまえら全員に唾を吐いてやる」と言った。

死刑執行装置の周りには、「ホワイトハット」運動に忠実な軍の幹部たちと、RRNが名前を隠すように要請した

共和党の知事が立っていた。中央に立ったクランドール少将は、絞首刑執行人がクオモの太い首に縄をかけて

いる間、上目遣いでクオモを見つめていた。

「有罪となったあなたは、死ぬまで首を吊ることを宣告されました。あなたは最後の儀式を望みますか？」

とクランドール少将が死刑囚に語りかけた。

壇上のクオモは、死刑執行人にお願いしたり、非難したりした。 「これが私の声明だ。F○○k you, クランドール」。

クオモは「F」の文字をふんだんに使い、クランドール少将の妻、子供、母親を冒涜した後、他の出席者に目を

向けた。「F○○k all of you.」 「予想どおりだな」とクランドール少々は言った。

「おまえより俺たちの数が偉いんだ、クランドール。 俺を殺しても何も止まらないぞ」とクオモは吠えた。

クランドール少将は「それはどうかな」と言った。

クオモの横に立っていた匿名の兵士がレバーを動かすと、クオモの足元にあった隠し扉が開き、

ロープが引かれて首を折るまでクオモを落とした。

③

情報公開が起こります

そして今、私が話している間に、地球の金融システムが劇的に変化し、良い方向に向かっています。

そしてそれは公開されるでしょう。 これは全く確実なことです。

COVID19やワクチンについて、人々にどれだけ公になるかはわかりません。

政府にとっては緑の小人（宇宙人）や空飛ぶ円盤の情報の話をする方が簡単だし、COVID19とそれに

対する世界の政府の反応について話すよりも、そのことについて話す方がずっと簡単でしょう。

どれだけの真実が明らかになるかは分かりませんが、多くの真実が明らかになることは分かっています。



https://realrawnewsj.blogspot.com/2021/11/w.html

１１月はドラマチックな月になるでしょう

これからの2週間は非常に興味深いものになると思います。

今月の11月、もしユリウス暦から見た場合には、まだレッド・オクトーバー（赤の１０月）です。

多くの人がこの点を混同しており、私も最初はそうでした。

だから、今は11月だけど、ユリウス暦では10月なんです。

したがって、実際には10月から外れたわけではなく、レッド・オクトーバー（赤の10月）なのです。

それがルールであり、彼らがやりたいことなのです。

11月はドラマチックな月になるでしょう。

この月に見たいと思っていたものをすべて見ることができるはずです。

クリスマスが来る頃にはきっと、真実のほとんどを知ることができる立場になるでしょう。

全貌が明らかになるのは1月から2月にかけてです。

そして、NESARA、GESARAは、おそらく2月から3月にかけてだと思います。

信じられないかもしれませんが、減税があるでしょう。

なぜなら、悪い人たちが私たちの税金を奪ってきたからです。

それは私たちがずっと払ってきたお金です。

それを使ってとんでもないことをしているからです。

④

軍がジョージ・W・ブッシュ元大統領を逮捕
By Michael Baxter -2021年11月15日（Real Raw Newsより翻訳）

米国の特殊部隊が、ブッシュ元大統領をテキサス州クロフォードの牧場で逮捕した。

土曜日の朝、ブッシュ元大統領を守るために配置されたシークレットサービスと民間警備会社との間で

激しい銃撃戦が繰り広げられた。

金曜日の夜、ケンタッキー州フォート・キャンベルに駐留する特殊部隊「アルファ・デタッチメント」は、

米陸軍特殊作戦司令部から牧場に潜入し、第43代大統領を逮捕するよう命令を受けた。

牧場内の情報によると、ブッシュは通常のシークレットサービスの3人に加えて、武装した民間の

警備会社に囲まれていることが分かっていたので、特殊部隊は抵抗を予想していた。

牧場への移動は、第160特殊作戦航空連隊（愛称：ナイトストーカーズ）が担当した。

ナイトストーカーズは、高度な技術を持つヘリコプターパイロットの集団で、夜間、低空、急な連絡でも

輸送、攻撃、突撃、偵察の任務を遂行する。ヘリは目的地に到着するまでに、3回の給油をしなければ

ならなかった。

土曜日の早朝、暗闇の中、ヘリはブッシュ大統領の1,600エーカーの牧場の南東端にある空き地に

降り立った。 特殊部隊を降ろした後、ヘリは夜のうちに上昇し、脱出の指示を待った。

この作戦に詳しい軍関係者がReal Raw Newsに語ったところによると、特殊作戦司令部は敷地内の

詳細な衛星画像と、母屋から100ヤード離れた通信バンカーにライブストリーミングされるトレイルカム

（遠隔操作のカメラ）の位置を入手していたという。

「諜報部は、ブッシュが敷地内に20人の警備請負業者と3人のシークレットサービスを抱えていると

推定していました。



https://realrawnewsj.blogspot.com/2021/11/w_22.html

計画では、監視カメラの死角を突いてメインビルに侵入し、ブッシュの個人的な護衛を制圧して、

大規模なセキュリティ部隊に警告することなく脱出地点まで引きずり込むことになっていました。

しかし、何かが間違っていました」と関係者は語る。

特殊部隊が母屋の200ヤード以内に近づいたところで大騒ぎになった。

2台のオープントップATV（All Terrain Vehicle:全地形対応車）に運転手と警備員3名が乗り込み、

暗闇の中から特殊部隊に向かって走り出した。ブッシュの警備員は、銃撃の嵐を巻き起こし、

兵士1名を負傷させ、1名を殺害した。

一方の特殊部隊グループが敵と交戦している間に、もう一方のグループは母屋に向かってダッシュし、

母屋の近くに駐機していたブッシュの専用ヘリコプターで避難する前にブッシュを捕らえようとした。

「戦況は一気に好転した。特殊部隊は岩壁の後ろに隠れ、NVG（Night vision device:暗視鏡）を使って

2台の車のタイヤを撃ち抜き、ブッシュの警備員を死傷させました。

しかし、彼らはまだ敷地内を少なくとも10人以上がパトロールしていることを知っていたので、

警告を受けてすぐに移動していたでしょう。一刻を争う状況だったのです」と関係者は語っている。

特殊部隊の第2部隊が母屋に到着したとき、2人のシークレットサービスが現れ、パジャマ姿の

ブッシュを、茂みの中に停めてある装甲リムジンに誘導し始めた。

特殊部隊は両手を挙げて止まるように指示したが、エージェントたちは振り向きざまに銃を抜き、

1秒後には殺されてしまった。

敷地内のどこかで、空襲のサイレンのような耳障りなクラクションが鳴り響いていた。

「彼らはブッシュを捕らえ、部隊を再編成しました。 死者が1人、胸に傷を負った仲間が1人という

状況では、脱出地点にたどり着くことはできませんでした。

彼らは、自分たちが立っている場所で救助を求める無線を送りました。

パイロットは、スタッフ用トレーラーの近くに敵軍が動員されていることを伝え、彼らにはそこから脱出

するための時間が残されていました。 やつらは戦闘用の武器を持っていませんでした。

そうでなければ、トレーラーを射撃ことができたでしょう」と情報源は語っている。 ヘリが着陸したのは、

特殊部隊とその荷物を回収するのに十分な時間だけで、それ以上の衝突は避けられた。

情報源によると、法務総監と軍事委員会事務局は以前からブッシュの逮捕を求めていたという。

ブッシュは反逆罪で起訴されており、イラクやアフガニスタンで何千人もの兵士を死なせたことや、

9.11の首謀者としての役割、その他の犯罪について責任を問われているという。

「彼は軍事裁判を受けることになるでしょう」と情報源は述べた。

ジョージ・W・ブッシュ元大統領とチェルシー・クリントンの夫マーク・メズヴィンスキーの2つの注目すべき

軍事法廷がクリスマス休暇前に行われると、匿名を条件にした法務顧問団の関係者が語った。

メズビンスキー氏の裁判は11月25日に開始され、2日間の予定であると関係者は述べている。

ジョージ・W・ブッシュとマーク・メスヴィンスキーの法廷を軍が予定
By Michael Baxter -2021年11月22日（Real Raw Newsより翻訳）
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米海軍法務官軍団と軍事委員会事務局は、4人の証人を召喚したと報じられている。

彼らの証言によって、メズビンスキーは、クリントン一味がハイチやその他の恵まれない第3世界の

国々で誘拐した子供たちの買い手を探すのに協力したことが、疑いの余地なく証明されることになる。

そのような証拠はメズヴィンスキーがチェルシーの法廷で宣誓した発言に真っ向から反論することになる。

メズヴィンスキーは、証拠となる文書を燃やしたり、シュレッダーにかけたりしただけで、それ以上の罪は

ないと主張したのである。

チェルシーがグアンタナモ湾で絞首刑にされた直後、法務総監はメズヴィンスキーがクリントン犯罪へ

の関与についてあまり積極的ではなかったことを知り、そのため終身刑を免れるはずだった司法取引

を反故にした。今回、法務総監は3人のオフィサーパネルに、メズヴィンスキーの悪事に対する相応の

対応として、極刑を検討させることにした。しかし、メズヴィンスキーは、より軽い刑期でGITMOに収容され

るか、あるいは無罪判決を受ける可能性もある。

1月以降、法務総監の有罪率は100％であるが、ディープステートの専制君主がすべて死刑判決を受けた

わけではない。 例えば、ビル・クリントンは終身刑になったが、独房で毒殺された。

また、法務総監のスケジュールには、待望のジョージ・W・ブッシュ元大統領の法廷が含まれている。

12月8日（水）には、今年最も贅沢な法廷となるであろう、ダルス・E・クランドール少将との対決が

予定されている。

弁護団には ブッシュに対する容疑は、克服できないように思われる。

彼は、国家を偽って戦争に駆り立て、法務総監が「違法な戦争」と呼ぶものの中で何千人もの

アメリカ人兵士を死なせた罪に問われている。

軍はまた、9.11の悲劇への参加と、あの運命の日に失われたすべての命（タワーにいた人だけでなく、

最初に駆けつけた人も含めて）に対する責任を彼に求めている。

やつろぐ

未来へようこそ 地球と私たちの未来を描いた

ショートストーリー： メーガン・ローズ
2021.10.17 2021.10.09
① 目次これまでとこれからの歴史

② 地球のインターネットシステムの置き換え

③ スライドと書き起こし

④ 地球外計画の歴史と来るべき世界革命

⑤ アレックス・コリアー：「クリスマス前の12月中旬頃

までに光と闇の戦いが終わるはずだ」

① これまでとこれからの歴史

9月30日にメーガンさんが投稿していたこれまでとこれから宇宙規模で何が起こっていたのかの概要です。

短かったのでスライドをキャプチャーして翻訳しました。

アースアライアンスと銀河連邦に感謝しつつ、地球と私たちの未来を描いたショートストーリーです。

すべての情報は、以下のリンクからご覧いただけます。戦い続け、強くあり、恐怖に屈しないでください！

⑥



プライム・ディレクティブ

https://www.youtube.com/watch?v=-SecqLj8dHc&t=14s
ジュピター・アグリーメント
https://www.youtube.com/watch?v=9h2fix8sKI0&t=7s
https://www.youtube.com/watch?v=gVUtJs4aVdw&t=0s
高度な技術の生産

https://www.youtube.com/watch?v=JPaWcinJWWo&t=1s
https://www.youtube.com/watch?v=TskqQHdeSeg&t=0s
https://www.youtube.com/watch?v=5DngZgSvEP0&t=8s

② 地球のインターネットシステムの置き換え

最近のインターネットのダウンについて、はっきりとしたメッセージがあったので紹介します。

参考にして下さい。

ヴァルネクからのメッセージ

私たちはインターネットのサーバーをCIAが管理するサービスから、アライアンスが運営するハッキング

できない別のサーバーに変更します。 情報の戦争は非常に長い間続いています。

これらのサーバーが操作可能であり、ダークフリートとその同盟の支配下にある限り、市民に対する

安全保障上の脅威があります。

米国はジュピターアグリーメントで、このような事態にアライアンスが開発した技術を使用することに

合意しました。このプロジェクトは非常に大規模なもので、テラ（地球）のインターネットのほとんどを

担っているインターネットシステムに関わる非常に大きなものです。

多くのインターネットプロバイダーは民間企業によって運営されており、適切なセキュリティ機能があり

ません。 これが変わります。

現在、私たちはこれらのシステムを解体し、古いものから新しいものに交換しています。

③ スライドと書き起こし

約70年前、政府のリーダーと軍産複合体は 悪意の地球外生命体

たちと協定を結びました…
グレイ（オリオン連合またはネブ）と レプティリアン（シカール帝国）が

地球の技術提供を政府に申し出ました…
地下施設、実験のための拉致、人身売買と引き換えに…、

人間のリーダーを “騙して “侵略しました…

1950年代にさかのぼり、世界の銀河連邦は、地球に対する異なるビジョンを持ったリーダーたちと

協定を結びました … それらの国々が一緒になってアースアライアンスを構成しています…

世界の銀河連邦は軍事組織であり、銀河系の平和と均衡を保つために協力する善意の地球外生命体

たちで構成されています…
彼らは霊的に進化しているが、スピリットガイドや神ではありません…
彼らは不介入の法律を持っています…。

しかし、先進的でない文明が敵対的な種によって侵略された場合には、彼らには、宇宙の均衡を保つ

ために介入する義務があります。

グレイ レプティリア

⑦



カバール（悪い人間たち）は、グレイやレプティリアン（悪意のあるETたち）と連携しています。

アースアライアンスは、世界の銀河連邦(善意のETたち)と連携しています。

銀河連邦の責任は、カバール（敵対的地球外生命体）の軍事力を排除することで、

アースアライアンスが安全にカバールを解体できるようにすることです…
今日、火星と月は解放されました…地下の戦争はほぼ完了します…
カバールの最後の努力は、彼らの同盟者（グレイとレプティリアン）のマインドコントロール技術を

使って、意識の戦争に勝つことです。

強くあれ、恐れるな、（ワクチンで？）注入された追跡のための衛星は解体されています …

ジュピター・アグリーメント

戦争はほぼ終わり、敵対的な地球外生命体は排除されたので…、地球は一つの惑星として団結し、

将来の侵略から地球を守るために宇宙に組織された軍事力を持ち…、

カバールによって不当に保留されていた抑圧された技術を解放し、製造する時期が来ました…

2021年7月、木星を周回する宇宙ステーションで会議が行われました。

アースアライアンス、銀河連邦、いくつかの企業は、宇宙艦隊の製造、ヒーリング技術の大量生産、

フリーエネルギーなどについて合意しました。

これらの会議の全ての情報と詳細はExopoliticsチャンネルでカバーされています…
説明の中にリンクがあります…

④ 地球外計画の歴史と来るべき世界革命

マイケルサラ博士のこの動画もとても分かりやすいです。 あくまで参考でお願いします。

説明欄より：

レプティリアン地球外生命体の地球への介入の歴史と、人類の運命をめぐって競合する派閥が

どのように争ってきたのか？

貧困、病気、戦争を歴史的に製造してきた地球外生命体のネガティブなグループ（堕天使）と

ディープステートの支配下で、地球がどのように囚われの惑星になったのかを語ります。

ポジティブな地球外生命体が、地球を解放するため主要国のリーダーと協力し、繁栄、自由、

そして銀河連邦の一部になるための新しい時代の到来を告げるその先を見据えます。

この動画は 印をクリックして 是非ご覧下さい。

アースアライアンス

アメリカ トランプ ・ ロシアプーチン

中国 習近平 ・ インド モディ

⑧

アースアライアンスは 多くの国の軍隊や

指導者から成り立っています。



https://rumble.com/vpnuqt-43103333.html

⑨⑤ アレックス・コリアー：「クリスマス前の12月中旬頃までに光と闇の戦いが終わるはずだ」

9月25日から10月17日までの初期の日程で多くのことが起こることになり

10月の終わりまでには確実に、人類がどの方向に向かっているのかはっきり見えるでしょう

そして、クリスマス前の12月中旬頃までにはこれは終わっているはずだ

言い換えれば、光と闇の戦いが終わるはずだ

その時点では、ただの掃除だ

裁判の一斉検挙をしているだけで戦争自体は終わっているのだ

地球上の後退する軍隊のほとんどが排除されまだここに隠れている人たちは事実上降伏しています

なぜなら彼らには選択肢がないからだ

アレックス・コリアーはアンドロメダ人とのコンタクティーで30年以上前から活動している重鎮です。

マイケルサラ博士 「アレックス・コリアーは1990年代から情報を開示しており、これまでにすべてが起こり、

裏付けられています。」

④のマイケルサラ博士の動画で トランプ、プーチン、モディ、が アースアライアンスに入っていること

には納得できますが、 習近平の加入には疑問視してしまいます。

習近平と対立している江沢民は明確に闇側なので、世界の主要メディアは トランプ大統領と同様に

江沢民派が裏で采配している中国の悪行も 全て習近平のせいにしているのでしょうか？

「革命はテレビ放映されない」立ち上がれ！！ワクチン義務化に対する世界的なデモ活動
Mayo97 Published November 23, 2021  6,559 Views



Rumble — テレビでは放送されないワクチン義務化に対する世界中のデモ活動

（2021年11月19～21日）がまとまっている動画です。

今週末に行われた世界的な抗議活動の中から、特に優れた写真や動画を集めた

コンピレーションビデオです。

オーストラリア、 ニュージーランド、 オランダ、 オーストリア、 イタリア、 フランス、 クロアチア、

スイス、 南アフリカ、 イングランド、 スコットランド、 リトアニア、 日本、 台湾、 韓国、 インド、

ノルウェー、 フィンランド、 スウェーデン、 デンマーク、 ハンガリー、 ポルトガル、 ジョージア、

ブラジル、 ウルグアイ、 アルゼンチン、 チリ、 パナマ、 ペルー、 ドイツ、 ベルギー、 カナダ、

アメリカ などの国々が この週末に抗議活動を行いました。

これは史上最大級の抗議活動でしたが、主流メディアは完全に無視していました。

今や私たちがメディアなのです。 このビデオを世界中で共有し、アップロードしてください。

⑩

オーストラリア １１月２０日

オランダ １１月１９日、２０日 オーストリア １１月２０日

イタリア １１月２０日 フランス １１月２０日

クロアチア １１月２０日 スイス １１月２０日



https://gettr.com/post/pi7ybx42eb

http://aikokutaro.blog.fc2.com/blog-entry-252.html

真相究明舎/🗣 � 🇺🇸人に優しいNESARA GESARA♪
@shinsouQmei 11月 29日
元ファイザーの従業員が、COVID-19ワクチン接種により、

接種者のウイルス感染がしやすくなると告発！！

「注射されていないときの感染率は1.3％、

注射されたときの感染率は4.34％でした。300％以上上昇しました！」

ファイザー側は認識していることを示唆する証拠も提供しました！

⑪

イルミナティ、或いはカバールと呼ばれる世界を操る裏政府の実態と崩壊。

オランダ人作家ジャネット・オセバードによるドキュメンタリー。 ２０２０年１０月
ここでは３時間の長編ドギュメンタリー画像集からの多くの画像を載せています。

『裏政府カバールの崩壊① 今までの世界が終わるとき』

ワクチンに神経毒の水銀、 ケムトレイル（化学物質散布）、 ローマ教皇、 バチカンに爬虫類や蛇、

ルシファー、悪魔のサイン、 ９１１自作自演、モンサントとバイエル社の合併、ノーベル平和賞のオバマ、

トランプの米国大統領就任、 謎の「Ｑ」が登場

『裏政府カバールの崩壊②ウサギの穴をたどっていく』

Ｑとアノン、 ＷＷＧ１ＷＧＡ、 イルミナティ（カバール）、 世界支配のためのマスタープラン、

リンカーンとケネディの暗殺、 ロスチャイルド家の持つ中央銀行、 ロックフェラー家のタコ足、

共犯者ビルゲイツのワクチン、 ジョージソロスが資金提供、 ＮＡＭＢＬＡ、 ＡＮＴＩＦＡ、 ＢＬＭ

『裏政府カバールの崩壊③ 外国人による侵略』

不法移民キャラバン、 隠れた政治目的、 メディア操作とジョージソロスの資金、 分断と団結、

子どもの人身売買を阻止するトランプ、 犯罪者集団ＭＳ１３、 ドラッグ密輸と人身売買阻止の

ための壁、 エリートのための子供の人身売買

『裏政府カバールの崩壊④ 小児性愛者がいっぱい』

ハイチでの人身売買とクリントン 、オックスファム、 クリントンの周囲には自殺者、

小児性愛者が使うシンボル、 国際養子クリニック、 児童保護プログラム、 トルドーの周りには

小児性愛者と性犯罪者、 ディズニーと性的描写、 ハリウッドは組織化された幼児性愛組織

『裏政府カバールの崩壊⑤ 子供、アート、ピザゲート』

小児性愛者を普通（合法）にしようとする動き、 コメット・ピンポンとピザゲート、 気持ち悪い芸術、

ピザ＝子供、 ポデスタ兄弟、 オバマとヒラリーのホットドックとピザ注文（約７１１万円）、

クリントンとエプスタイン島、 実在するプール

『裏政府カバールの崩壊⑥ 大手マスコミの操作』

ビルトモア邸の地下プール、 拷問される子供たちの絵、 エプスタインの乱交島とクリントン、

人々を戦争に駆り立てる偽報道（フェイクニュース）、 大手マスコミに偽情報を拡散するＣＩＡの

「モッキンバード作戦」、 メディアの所有者、 検閲は民主主義と言論の自由にとって一番危険なこと



https://www.nicovideo.jp/series/122000

ニコニコ動画 ピクルスQAJFさんのシリーズ

裏政府カバールの崩壊 全１０件 （日本語字幕）

『裏政府カバールの崩壊⑦ 魔女と魔術師』

マリナ・アブラモヴィッチの「スピリット・クッキング」、 ドアの取っ手にぶら下がって死ぬ、

悪魔教会の悪魔のサイン、 人肉食、 オランダ王室とナチス、 ベルンハルトとナチスＳＳ、

王室の手でオランダがナチスに手渡された、 裏政府であるビルダーバーグを創設

『裏政府カバールの崩壊⑧ 王と女王の他に』

ピザゲートの本当の定義、 アドレノクロム、 世界で一番伸びている産業、 オランダやイギリスの王室、

バッキンガム宮殿の裸の少年、 子供や赤ちゃんの集団墓地、 悪魔崇拝者の子供の生贄、

カルトは世界中でつながっている、 イエズス会の教皇は３人

『裏政府カバールの崩壊⑨ 新しい世界の訪れ』

黄色いベスト運動、 裏政府が怖れていたこと、 Ｑチームの２０年の計画、 トランプのヒント、

フィジーウォーターはネクシアム、赤いピルを飲む、 メラニアのコート、 ヒラリーのサーバーはどこだ？

ウラニウム・ワン疑惑、 国家反逆罪は死刑、 ビンラディンはＣＩＡエージェント

『裏政府カバールの崩壊⑩ 王の到来』

ＪＦＫの暗殺、 ＪＦＫジュニア、 トランプの全ての詳細に意味、 政治に関する雑誌「ジョージ」、

ヴィンセント・フスカ（闇を征服する） 、ニコラ・テスラのフリーエネルギーや反重力装置、

タイムトラベル、 新しい概念や新しいエネルギー、 我々が１つになって行くときは、 我々皆で行く！

⑫

ジャネット・オセバードによる約３時間の長編ドギュメンタリー画像集です。

ディープステートの闇を暴くショッキングな内容の画像と解説が満載です。

全世界に広く拡散されていますが、YouTubでは全て削除されていました。

新時代の緊急放送デクラスの予備知識としてご覧ください。

米国でバイデン政権が進める新型コロナウイルスワクチンの接種義務化に対して、「待った」をかける

司法判断が相次いでいる。 新たな変異株「オミクロン株」対策の観点からも接種を加速させたい

バイデン大統領にとって、義務化は最後の切り札だが、法的根拠は必ずしも明確ではない。

政権側は年明けから義務化を本格的に始める構えだが、思惑通りに進むかは不透明だ。

「連邦政府は、議会から移譲された範囲を超えて権限を行使してはならない」。

米中西部ミズーリ州の連邦地裁は11月29日、公的医療保険の適用を受ける医療施設の従事者に対する

接種義務化は「非合法の可能性が高い」と判断。

連邦政府を訴えた10州での義務化について、仮差し止めを命じた。

ウサマ・ビンラディンが敵だとあなたは本当に思っていますか？

彼は『敵』になる前はCIAエージェントだったのです

米ワクチン義務化、司法「待った」 バイデン氏の「切り札」不透明に 毎日新聞 2021/11/30 17:10



http://takahata521.livedoor.blog/archives/11694707.html#more

２０２１年１２月３日 松本安生

今後、上記のようなワクチン接種や義務化の阻止の動きは加速してゆくのではないでしょうか。

このような記事を日本のメディア（毎日新聞）が報道したことも、今までになかったことです。

１１月２７日に 今まで かたくなに選挙不正を否定していたジョージア州のケンプ知事（DS側）が

大統領選挙で不正があったことを初めて認め 詳細を公表しました。 何があったのでしょうか。

１２月２日に トランプ大統領が、『サンフランシスコで 暴徒による店舗などの被害が多発し 治安が

悪化しているので 州兵の招集を開始する必要がある』 と公表しました。

次第に デクラスに向けての動きが表面化していっているようです。

⑬メモ・独り言のblog
ランセット：大量ワクチン接種では感染を止められない

イスラエルはテレビで、すべてのCOVIDの症例、入院、

死亡はワクチンによるものだと認めた [12/02/2021]

イスラエルは、イスラエルの主流テレビで、ほとんどすべてのC0V!Dの症例、入院、死亡は、

ワクチン接種を受けた人にあり、3回目の「ブースター」投与は「免疫侵食」を引き起こすこと、

つまりC0V!Dやおそらく他の病気で重症化したり死亡したりする可能性が高くなることを認めている。

イスラエルは世界で最もコロナワクチンの接種率が高い国です。

イスラエルの主流テレビで、このような報道がなされたことは今回が初めてです。


